
 
 

 
 

 
 

2012201220122012 年年年年    年間年間年間年間売上売上売上売上 

 

� 2012201220122012 年年年年のののの売上売上売上売上はははは 26262626 億億億億 2280228022802280 万万万万ユーロユーロユーロユーロ、、、、6.5%6.5%6.5%6.5%アップアップアップアップ    

� 買収買収買収買収やややや為替等為替等為替等為替等のののの影響影響影響影響をををを除除除除くくくく 2012201220122012 年年年年のののの売上売上売上売上はははは 1.5%1.5%1.5%1.5%アップアップアップアップ    

    

� 第第第第 4444 四半期四半期四半期四半期のののの売上売上売上売上：：：：7777 億億億億 4660466046604660 万万万万ユーロユーロユーロユーロ、、、、4.3%4.3%4.3%4.3%アップアップアップアップ    

� 買収買収買収買収やややや為替等為替等為替等為替等のののの影響影響影響影響をををを除除除除くくくく第第第第 4444 四半期四半期四半期四半期のののの売上売上売上売上：：：：0.20.20.20.2%%%%アップアップアップアップ    

 
パリパリパリパリ、、、、2013201320132013 年年年年 1111 月月月月 24242424 日日日日    –––– 世界第 1 位の屋外広告会社であるジェーシードゥコー

（フランス）は 2012 年の年間売上を発表しました。 

 

報告書によると、2012 年の売上は 6.5％増加し 26 億 2280 万ユーロ（2011 年は 24 億

6300 万ユーロ）。買収や為替等の影響を除いた有機成長率 1.5%は主に当社のキーマ

ーケットである交通ビジネス（特にアジア太平洋地域、その他の国々、英国およびフ

ランス）によるものです。ストリートファニチャーによる売上はフランスと英国にお

いては概して変化が無く、一方で他の欧州諸国のほとんどにおいては 1 年を通じて弱

く、北米では順調に成長しました。ビルボードは当社の欧州市場のほとんどにおいて

厳しい状況となりました。 

ストリートファニチャープロダクトの販売、レンタルおよびメンテナンスに関する売

上を除いた主要広告売上は、2012 年を通じて 1.5％成長しました（買収や為替等の影

響を除く）。 

 

第 4 四半期の売上は昨年同時期の 7 億 1590 万ユーロから 4.3％増加し、7 億 4660 万

ユーロとなりました。外国為替変動や買収、合併による影響等を除いた売上は若干プ

ラスとなり、11 月の第 3四半期の売上発表時点での予想を上回りました。 

 
事業別事業別事業別事業別::::    

    

年間売上年間売上年間売上年間売上    2012 (2012 (2012 (2012 (€m)m)m)m)    2011 (2011 (2011 (2011 (€m)m)m)m)    合計合計合計合計成長率成長率成長率成長率    有機成長率有機成長率有機成長率有機成長率    

(a)(a)(a)(a)

    

ストリートファニチャー

 

1,171.3 1,179.0 -0.7% -1.9% 

交通 1,012.5 874.8 +15.7% +8.9% 

ビルボード 439.0 409.2 +7.3% -4.8% 

合計合計合計合計    2,622.82,622.82,622.82,622.8    2,463.02,463.02,463.02,463.0    +6.5%+6.5%+6.5%+6.5%    +1.5%+1.5%+1.5%+1.5%    

a. 子会社の獲得・売却及び外国為替の影響を除く 

    

4444ＱＱＱＱ売上売上売上売上    2012 (2012 (2012 (2012 (€m)m)m)m)    2011 (2011 (2011 (2011 (€m)m)m)m)    報告成長率報告成長率報告成長率報告成長率    有機成長率有機成長率有機成長率有機成長率    

(a)(a)(a)(a)

    

ストリートファニチャー

 

338.8 352.6 -3.9% -4.2% 

交通 291.9 251.5 +16.1% +10.3% 

ビルボード 115.9 111.8 +3.7% -8.5% 

合計合計合計合計    746.6746.6746.6746.6    715.9715.9715.9715.9    +4.3%+4.3%+4.3%+4.3%    +0+0+0+0.2%.2%.2%.2%    

子会社の獲得・売却及び外国為替の影響を除く 
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地域別地域別地域別地域別: : : :     

    

    

通年収益通年収益通年収益通年収益    2012 (2012 (2012 (2012 (€m)m)m)m)    2011 (2011 (2011 (2011 (€m)m)m)m)    報告成長率報告成長率報告成長率報告成長率    有機成長率有機成長率有機成長率有機成長率    

(a)(a)(a)(a)

    

欧州

 (b)

 759.6 792.6 -4.2% -5.6% 

フランス 615.2 607.8 +1.2% -1.5% 

アジア太平洋 604.6 504.3 +19.9% +9.6% 

英国 316.7 272.1 +16.4% +7.7% 

北米 188.5 179.2 +5.2% -1.2% 

その他地域 138.2 107.0 +29.2% +20.5% 

合計合計合計合計    2,622.82,622.82,622.82,622.8    2,463.02,463.02,463.02,463.0    +6.5%+6.5%+6.5%+6.5%    +1.5%+1.5%+1.5%+1.5%    

a. 子会社の獲得・売却及び外国為替の影響を除く 

b. フランスおよび英国を除く 

 
 
ストリートファニチャーストリートファニチャーストリートファニチャーストリートファニチャー        

 

年間売上は 0.8％減少し 11 億 7130 万ユーロ（有機成長率：-1.9％）となりました。

難しいマクロ経済環境において、フランスでは若干上昇し、英国での収益は概して変

化が無く、一方欧州では、ドイツでの収益が 1 桁台前半の減少となり、南欧では 2 桁

の落ち込みとなりました。北米では前半で特に伸び、1 桁台中盤の増加となりました。

アジア太平洋地域では同じく 1 桁台中盤の増加となり、他の国々では 1 桁台後半の成

長となりました。 

  

第 4 四半期では、ストリートファニチャーの有機売上は 4.2％減少しました。当社の

主なマーケットでは、期待されたドイツで 1 桁台の低成長となったためマイナスとな

りました。南欧は引き続き大変厳しい状況でした。  

 

交通交通交通交通        

    

年間売上は 2012 年から 15.7％アップの 10 億 1250 万ユーロ（有機成長率：8.9％）と

強い結果となりました。 

 

オリンピックの恩恵があった英国では 2012 年、2 桁の成長となりました。フランスで

はパリの空港の新しいデジタルオファーの成功により、1 桁台後半の成長を示しまし

た。南欧の状況は変わらず難しいままでした。 

アジア太平洋地域は経済環境の軟化にもかかわらず、2 桁の有機成長を示しました。

これは中国の地下鉄、香港の MTR およびシンガポール/チャンギ空港の高い業績によ

るものです。加えて、2012 年は中国における VAT の導入と事業税の抑制が当社の有機

成長に一度だけマイナス効果（アジア太平洋地域としては 1.7％の影響）をもたらし

ましたが、オペレーティングマージン以下には影響しませんでした。 

北米は、Q4 はプラスとなりましたが、長期契約の広告キャンペーンが更新されなか

ったことにより、年間で 1桁台中盤の落ち込みとなりました。 

その他の国々では、ドバイとサウジアラビアの空港が高い業績を上げ、地域としては

2 桁台の成長を示しました。 

 

第 4 四半期においては、フランス、英国およびアジア太平洋地域において有機成長が

10.3％となり、その他の国々では 2 桁台の増加となった。北米では 1 桁台後半の成長

となり、収益が若干落ち込んだ欧州を一部埋め合わせることとなりました。 
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ビルボードビルボードビルボードビルボード    

    

年間売上は 7.3%増加し、4 億 3900 万ユーロ（有機成長率：-4.8%）となりました。合

計成長率と有機成長率の違いは主に、フランスでの事業再編成に伴い、一部のパネル

をビルボード部門に再分配したことによるものです。 

主に欧州で力を入れているビルボード部門は 1 年を通じて厳しい結果となりました。

英国はロンドンでのオリンピックの恩恵がありましたが、フランスおよび他の欧州小

国においては、収益は 1桁台の減少となり、南欧では特に難しい状況となりました。 

 

第 4 四半期の有機成長は 8.5％の減少となりましたが、これは欧州市場が、特に南欧

において厳しい状況であったためです。 

 

    

グループグループグループグループのののの 2012201220122012 年収益業績年収益業績年収益業績年収益業績にににに関関関関してしてしてして、、、、取締役会長取締役会長取締役会長取締役会長・・・・共同共同共同共同 CEOCEOCEOCEO であるであるであるであるジャンシャルジャンシャルジャンシャルジャンシャル

ルルルル・・・・ドゥコードゥコードゥコードゥコーはははは次次次次のようにのようにのようにのように述述述述べべべべていますていますていますています：：：：    

 

ジェーシードゥコーは引き続きの新興国市場での強みに後押しされ、再び記録的な売

上を達成することが出来ました。しかし、フランスの回復とオリンピックによる英国

の高い業績にもかかわらず、欧州不況のマイナス効果は当社の有機成長に引き続き影

響を与えています。成長市場への進出とデジタルディスプレイによる当社の交通部門

の優れた業績（総売上の 39％）は、多くの欧州経済の縮小によるストリートファニチ

ャー及びビルボードへの影響により幾分相殺されました。ビルボードはまた価格競争

にもさらされています。 

2012 年は、サンパウロにおけるデジタル広告時計の 25 年契約、シカゴ市との米国初

の大型デジタルビルボードネットワーク契約、ロシア最大の屋外広告会社、Russ 

Outdoor の株式 25％獲得など、数々の戦略的開発が目立った一年でした。 これは当

社グループが一貫して戦略的ゴールの追求と、大市場での事業拡大を続けていること

を示しています。 

従来どおり、3月 7日に 2012 年の年間業績を発表する際、第 1四半期に関するガイダ

ンスを発表します。 

展望としては、屋外広告はさらに細分化するメディア環境において、その強みと魅力

を維持すると確信しています。成長市場でのビジネス拡大、デジタル製品ラインの充

実、新規契約を勝ち取る能力と世界中のチームのクォリティの高さをもってすれば、

当社は広告市場平均を上回って成長し、屋外広告産業のリーダーとしてのポジション

を高めることができると確信しています。また当社の強固なバランスシートは、必要

に応じて外部の成長機会を取り込むことが出来る、重要な競争優位性です。 
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次回情報開示次回情報開示次回情報開示次回情報開示 

2012 年業績発表: 2013 年 3 月７日 

 

    

当当当当社社社社グループグループグループグループのののの主主主主なななな数字数字数字数字    

 

- 2012 売上： 26 億 2300 万ユーロ 

- ジェーシードゥコーは Euronext Paris の Eurolist に入っており、Euronext 

100 index に含まれている。  

- ストリートファニチャーにおいて世界第 1 位  (426,200 の広告面) 

- 交通広告において世界第 1 位：175 の空港、280 の地下鉄・バス・電車およびト

ラムと契約  (367,800 の広告面) 

- ビルボードにおいて欧州第 1 位  (208,500 の広告面) 

- アジア太平洋地域の屋外広告において第 1 位  (202,200 の広告面) 

- セルフサービスレンタル自転車において世界第 1 位 

- 55 カ国において 1,013,500 の広告面  

- 人口 1万人以上の 3,700 市にて事業展開 

- 10,300 人の従業員 

  

将来将来将来将来のののの見通見通見通見通しししし    

 

このニュースリリースには将来の見通しに関する記述が含まれる場合がありま

す。それらは当社の将来の業績に関する保証ではありません。そうした記述はこ

のリリース発表時の合理的な予測と前提に基づくものであると当社は考えます

が、記述で示されたあるいは意味されたものと実際の業績が異なるかもしれない

というリスクと不確実性があります。 

これらのリスクと不確実性にはフランスの Autorité des Marchés Financiers で

登録されたアニュアルレポートに記載されたリスクファクターが含まれます。 

当社の投資者および株主は Autorité des Marchés Financiers のウェブサイトま

たは当社のウェブサイト www.jcdecaux.com からアニュアルレポートのコピーを入

手できます。 

当社は将来の見通しに関する記述を更新・変更する義務を負いません。 

 

ContactsContactsContactsContacts Communications Department:Communications Department:Communications Department:Communications Department: Agathe Albertini 

+33 (0) 1 30 79 34 99 –  agathe.albertini@jcdecaux.fr 

Investor Relations: Investor Relations: Investor Relations: Investor Relations: Nicolas Buron 

+33 (0) 1 30 79 79 93 –  nicolas.buron@jcdecaux.fr 

連絡先連絡先連絡先連絡先（（（（日本日本日本日本））））    エムシードゥコーエムシードゥコーエムシードゥコーエムシードゥコー株式会社株式会社株式会社株式会社    マーケティングマーケティングマーケティングマーケティング部部部部    担当担当担当担当：：：：遠藤    

t.endo@mcdecaux.co.jp 

 

 


